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分担研究報告書 

 

身体疾患を合併する精神疾患に対するアクセプタンス＆コミットメント・

セラピー（ACT）の適用に関する研究 

 

研究分担者  熊野宏昭 

早稲田大学人間科学学術院 教授 

 

研究要旨 

研究目的：様々な精神症状を伴うことの多い慢性身体疾患に対して、認知行動療法的アプローチの１つ

である「アクセプタンス＆コミットメント・セラピー（ACT）」を適用するための研修を実施する。 

研究方法：糖尿病を始めとした慢性身体疾患に対する ACTの適用方法についてレビューを行い、その

成果に基づいて資料を作成し、「身体疾患患者へのメンタルケアモデル開発ナショナルプロジェクト 

2013年度第 1回ステップアップ研修」を実施する。 

結果：20名余の参加を得て、上記研修会を実施した。 

まとめ：今後、身体疾患を合併する精神疾患に ACTを実施するための基礎技術の研修を実施した。 

 

A. 研究目的 

様々な精神症状を伴うことの多い慢性身体疾

患に対して、認知行動療法的アプローチの１つ

である「アクセプタンス＆コミットメント・セ

ラピー（ACT）」を適用するための研修を実施す

る。 

B. 研究方法 

糖尿病を始めとした慢性身体疾患に対する

ACTの適用方法についてレビューを行い、その

成果に基づいて資料を作成し、「身体疾患患者

へのメンタルケアモデル開発ナショナルプロジ

ェクト 2013年度第 1回ステップアップ研修」

を実施する。 

（倫理面への配慮） 
 なし。 

C. 研究結果 

次ページからの資料を用いて、研修会を実施

し、20余名の参加を得た。参加者の大部分にと

っては新たに学ぶ介入方法と思われたが、今後

適用してみたいという意見も聞くことができた。 

D. 考察 

わが国においても、近年広く実践されるよう

になってきた ACTを、様々な精神症状を伴うこ

との多い慢性身体疾患に適用できる可能性は大

きいと思われる。 

E. 結論 

今年度の研究成果を踏まえて、うつ病を合併

する身体疾患に適用するための研究を進めて行

きたいと考えている。
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